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１．日程･参加者等 

■派遣内容   釧路市防災総合訓練（阿寒地区） 

■派遣日時   令和 4 年 11 月 14 日（月）10 時 30 分～15 時 00 分 

■派遣場所   阿寒湖まりむ館 

■派遣先事務局 釧路市阿寒町行政センター地域振興課 

■派遣エキスパート 松井 宗廣（火山防災エキスパート、 

株式会社オリエンタルコンサルタンツ 顧問 技師長） 

■参加者    住民（20 名程度）、行政職員（30 名程度） 

２．派遣先において直面している課題や問題意識 

 

雌阿寒岳は、有史以来、小規模な噴火や水蒸気噴火を繰り返し、活動が活発な火山

である。過去の噴火で人的被害は発生していないものの、大規模な噴火が発生すると

周辺市町村の居住地域に被害を及ぼすことが想定されている。 

同火山では、平成 14 年に「雌阿寒岳火山防災計画」が作成され、避難等の火山防

災対策について検討が行われてきた。その後、美幌町、津別町、足寄町、弟子屈町、

釧路市、鶴居村、白糠町が平成 23 年に災害対策基本法に基づく「雌阿寒岳火山防災

協議会防災会議」を設置、平成 28 年に活動火山対策特別措置法に基づく協議会に移

行した。また、同計画に基づき、平成 17 年・平成 25 年と住民の避難訓練を含む火山

防災訓練を行っており、令和 4 年 11 月にも住民避難訓練を実施する予定である。 

本訓練で行政側として参加するのは、阿寒町行政センターや阿寒湖温泉支所の職員

であり、火山やその対策についての知識・経験が少ないという課題がある。また、本

訓練に参加する住民は火山防災に関する知識が少なく、意識が低いという課題がある。 

今回の釧路市への派遣は、火山防災エキスパート等から火山及び火山災害の全体像

や過去の噴火における対応経験、被害が懸念される降灰後の土石流に関する解説を盛

り込んだ講話を訓練後に実施することで、行政職員及び参加者の火山防災対策の知識

や意識を向上させることが期待されている。 

  



2 

３．雌阿寒岳の概要 

（１）火山の概要 

阿寒カルデラの南西壁上に生じた雌阿寒岳は、ポンマチネシリや阿寒富士など

８つの小さな火山から構成される成層火山群で、玄武岩・安山岩・デイサイト

(SiO2 量は 50.2～65.5 wt.%)の多種類のマグマが噴出した。 火山群中央部には約

13000 年前の火砕流噴出で形成された中マチネシリ火口(直径 1.1km)がある。 ポ

ンマチネシリや西山・北山・阿寒富士の火山体が形成された後に、約 1000 年前に

ポンマチネシリ山頂部で中規模のスコリア噴火があった。その後は主に水蒸気爆

発が頻発し、ポンマチネシリ山頂部にポンマチネシリ火口(旧火口と赤沼火口)が

形成され、近年も数年おきに小規模な噴火が発生している。 

 

出典：気象庁ホームページ 雌阿寒岳 概要 
（https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/sapporo/105_Meakan/105_index.html） 
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＜雌阿寒岳山頂部の状況＞ 

南東側から見た 96-1 火口及び中マチネシリ火口の状況 

（上徹別監視カメラによる） 

 

西側から見た北西斜面 06 噴気孔列の状況  

（オンネトー展望台（道）監視カメラによる） 

 

出典：気象庁ホームページ 雌阿寒岳の火山活動解説資料（令和 4年 9 月） 
（https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/monthly_v-

act_doc/sapporo/22m09/105_22m09.pdf） 
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（４）火山監視・観測体制 

観測点配置図は以下のとおりである。 

＜観測点配置図＞ 

出典：気象庁ホームページ 「雌阿寒岳 観測点配置図（令和 3年 9 月）更新」 
（https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/sapporo/105_Meakan/105_Obs_points.html） 
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＜観測点一覧表＞ 

 

出典：気象庁ホームページ 「雌阿寒岳 観測点一覧表（令和 3年 9 月）更新」 
（https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/sapporo/105_Meakan/105_Obs_points.html） 
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（２）噴火シナリオ 

噴火シナリオは、以下の図のとおりとなっている。 

＜噴火シナリオ＞ 
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出典：雌阿寒岳火山防災計画 
（https://www.city.kushiro.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/003/712/000

134536.pdf） 
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（３）噴火警戒レベルの運用 

気象庁が運用している「噴火警戒レベル」について、雌阿寒岳では、平成 20 年

12 月から運用を開始、令和 3 年 12 月に改定をしている。また、改定に合わせ、

判定基準及びその解説についても、気象庁ホームページで公表している。 

雌阿寒岳では、運用開始以降、現在まで噴火警戒レベル２より引き上げられた

ことはない。 
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出典：気象庁ホームページ 「雌阿寒岳の噴火警戒レベル」

（https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/level/PDF/level_105.pdf） 
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（４）火山防災マップ 

1999 年 8 月に旧阿寒町が「雌阿寒岳防災かわら版」を作成。2000 年 9 月には、

「雌阿寒岳防災かわら版 観光客向け」を作成している。 

その後、合併した釧路市が 2022 年 3 月に「雌阿寒岳とともに生きる 雌阿寒岳

が噴火する前に知っておきたいこと」を発行している。 

 

＜雌阿寒岳とともに生きる 雌阿寒岳が噴火する前に知っておきたいこと＞ 
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出典：釧路市ホームページ 
（https://www.city.kushiro.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/003/698/mea

kann.pdf） 
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（５）雌阿寒岳火山防災計画 

雌阿寒岳では、平成 14 年 9 月に「雌阿寒岳火山防災計画」を策定した。その

後、定期的な見直しが行われ、最近の改定は令和 3 年 6 月である。 

この計画では、火山災害の想定、防災体制、噴火時における避難対応などが記

載されている。 

 

＜雌阿寒岳火山防災計画＞ 
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出典：雌阿寒岳火山防災計画 
（https://www.city.kushiro.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/003/712/000

134536.pdf） 
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（６）火山防災に関する啓発活動 

①釧路市立博物館講演会「わたしたちと火山 雌阿寒岳・雄阿寒岳」（H21.10.24） 

釧路市立博物館で、平成 21 年 10 月に、火山土地条件図「雌阿寒岳・雄阿寒

岳」が平成 21 年 4 月に刊行されたことを記念した講演会が行われた。 

 

＜講演会ポスター＞ 

出典：釧路市立博物館 HP 
（https://www.city.kushiro.lg.jp/museum/gyouji/1002681/1002684.html） 
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②北海道火山防災サミット 2012in 雌阿寒岳（H24） 

平成 24 年に、「北海道火山防災サミット 2012in 雌阿寒岳」が開催された。サミ

ットでは、シンポジウムの開催や登山会等のイベントが行われ、サミットを通し

て雌阿寒岳や火山防災への理解を深める取組が行われた。 

＜サミットの様子＞ 

出典：北海道火山防災サミット 2012in 雌阿寒岳の HP 
（http://www.npo-cemi.com/summit/meakandakesummit.html） 
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③火の山を探るサミット登山会（H24.8.25） 

平成 24 年 8 月 25 日に、「北海道火山防災サミット 2012in 雌阿寒岳」の主催企

画として、「火の山を探るサミット登山会」が行われた。 

＜当時のポスター＞ 

出典：北海道火山防災サミット 2012in 雌阿寒岳の HP 
（http://www.npo-cemi.com/summit/meakandakeschedule.html） 

 

④火山防災訓練の実施 

釧路市では、平成 17 年、平成 25 年、平成 27 年、平成 30 年と阿寒地区の住民

を対象に、雌阿寒岳の噴火に伴う降灰後の土石流を想定した住民避難訓練を行っ

ている。 


